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「多孔質カーボンモノリスの細孔構造制御とヘテロ原子の導入」 

名古屋大学 未来材料・システム研究所  長谷川 丈二 氏 

 
１） 多孔質カーボンモノリスの作製法 

２） 相分離を用いた三次元貫通孔の構築 

３） 相分離法による多孔質カーボンモノリスの作製 

４） 多孔質カーボン材料へのヘテロ原子の導入 

多孔質カーボンモノリスは、塊状のバルク体であるため、一般的な粉末状の炭素材料と異なり、そのまま

使用可能であるという利点があります。一方、モノリス内部の炭素表面を有効利用するためには、異なるサ

イズ領域における細孔を構築する必要があります。本講演では、主に相分離法を用いて作製した多孔質カ

ーボンモノリスの細孔構造制御について概説します。また、封管中における気相反応を利用した、後処理

による多孔質カーボン材料へのヘテロ原子の導入手法について紹介します。 

 

「カーボンニュートラルの実現に向けた炭素資源の利用技術動向」 

    産業技術総合研究所  松岡 浩一 氏 

 
１） 国内外の CO2排出の現状 

２） CO2低減・利用技術の動向と課題 

３） メタンに関連する CCU 技術等 

2050 年のカーボンニュートラルの実現には、再生可能エネルギーの主力化による CO2 排出抑制が重要

となりますが、加えて、化石資源利用により排出された CO2 の固定化、CO2 の回収・利用技術も重要となり

ます。講演では、国内外の CO2 排出の現状と低減に向けた最近の技術開発などの動向を解説するととも

に、産総研で取り組んでいるメタネーションなどの CCU 技術、メタン分解による水素/固体炭素併産技術等

を紹介します。 

 

 

CPC 研究会 講演会事務局 行 e-mail: sec@cpc-society.org または FAX: 029-861-8936 

２０２１年第１回研究会のオンデマンド視聴を希望します。 
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